




















 

 



適時開示体制の概要 
 

当社の会社情報の適時開示に係る社内体制の状況は、下記のとおりです。 

 

記 

 

 当社は、「企業会計の透明化と適正な情報開示」を企業倫理綱領の行動基準に掲げ、株主・投資者に対し

て適時適切な会社情報の開示を行うこととしており、次のとおり適時開示すべき情報を取り扱っています。 

・ 情報取扱責任者は、総務・経理担当常務役員としています。 

・ 会社の重要情報は、経理部、経営企画部及びその他各種事案の関連部署等から本店総務部に報告され、

情報の重要性の判断、適時開示情報か否かの検討については、情報管理責任者と本店総務部で適時開示規

則等に則って行っています。 

・ 適時開示を要すると判断した場合は、情報管理責任者は、取締役会または取締役兼任執行役員及び指名

された執行役員による経営会議もしくは代表取締役の承認を得て、速やかに公表しています。 

・ 開示資料の作成・配信等の手続きは、総務・経理担当常務役員の監理の下、本店総務部が担当していま

す。 

・ また、インサイダー情報の管理については、社内規定でその取扱を定め、インサイダー取引の未然防止

に努めているほか、監査役会及び内部監査部門である監査・内部統制室が、監査を通じて、各部門の業務

の適法性・適正性を監査しています。 
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